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タンク監視制御システム更新
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不二製油(株) 技術開発部 電気計装グループ 横谷 耕平
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Ｗｉｒｅｌｅｓｓはクリア。

でもＨＡＲＴが…。
① ＨＡＲＴ規格

② メーカー

③ エンドユーザー

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
現状のタンク監視システム更新にあたり規格選定・現場テストから約3年。
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・チョコレート油脂
世界TOP３

・業務用チョコレート
日本・ブラジル トップシェア
販売数量世界3位
・フィリング
中国 トップシェア

・大豆素材のパイオニア
５０年以上の歴史

南方系の油脂
パーム・ヤシ

油脂事業

製菓・製パン
事業

脱脂大豆

大豆事業

“食の素材メーカー”

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
社名に製油とつきますが、大豆や菜種からサラダ油を作って、家庭向けに売る、といった事業は行っておりません。創業が遅かったため、このまま先行する企業と同じことをしていては生き残っていけないと判断し、新しい原料－パームやヤシに着目し油脂事業を立ち上げました。メインはサラダ油・天ぷら油ではなく、育児粉乳向けやチョコレート油脂がメインです。チョコレートを作るために必要な油を作る技術を持っていたため、いっそのこと、チョコレートそのものも作ろう、と始まったの製菓・製パン事業です。不二製油ブランドの板チョコをコンビニで売っているわけではなく、業務用素材として企業向けに販売しています。チョコひとつをとっても、「アイスをコーティングしているチョコ」「高温のオーブンで焼いてもどろどろに溶けずに形を保つ機能」がといったように、さまざまな機能が求められます。そのような機能別の素材を、さまざまな業界の企業に提供してます。そのほかにも、マーガリンやホイップクリーム、チーズ素材などバラエティにとんだ製菓製パン素材を扱っています。大豆の油ではなく、脱脂大豆からの抽出した蛋白質の素材を売っているところです身近な例に置き換えると「ビーフなど肉に近い食感を持った粒状大豆たんぱく」「コンビニおにぎりのべちゃつきを抑える水溶性大豆多糖類」があげられます。
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大豆事業 １２．４％

売上高構成比（２０１７年度）

油脂事業 ３８．０％

製菓・製パン事業 ４９．６％
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淡路島

関西空港

神戸市

泉佐野市
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約２０万㎡タンクヤード１０面
タンク 約３００基
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監視ＰＣレベル・温度
ＡＧアンサー

在庫管理
ＡＧ起動

ＡＧ操作

タンク

ＴＥ

フロート
ＬＩ

ＡＧ

発信器
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専用機

温度計 フロート ＡＧ

発信器

ＩＦカード

監視ＰＣ
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温度計 フロート ＡＧ

発信器

ＩＦカード

監視ＰＣ

独自通信

ポイント①
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温度計 フロート ＡＧ

発信器

ＩＦカード

監視ＰＣ

ケーブル劣化

ポイント②
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温度計 フロート ＡＧ

発信器

ＩＦカード

監視ＰＣ 在庫管理ポイント③
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ケーブル劣化
↓
無線

独自通信
↓

オープン
ネットワーク

在庫管理
↓

デジタル通信
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無線

デジタル通信

ＷｉｒｅｌｅｓｓＨＡＲＴ

オープン
ネットワーク
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規格 ＷｉｒｅｌｅｓｓＨＡＲＴ ＩＳＡ１００．１１ａ

ネットワーク構築 自動 手動

冗長化 自動 手動

環境変化 少 大

拡張性 簡単 複雑
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ＨＡＲＴ規格

■概要

・アナログ信号＋デジタル情報を送受信

■用途

・複数変数読み取り

・機器設定

・機器診断・トラブルシューティングなど

監視・メンテナンス

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ＤＣ4-20mAのアナログ信号線上にデジタル情報をちょうじょうさせて送受信するための標準
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ＷｉｒｅｌｅｓｓＨＡＲＴ

■用途

・配線コスト削減

・作業性向上

・バックアップ通信など

■更新周期（一般的な使い方）

・数分～数時間

監視

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ＤＣ4-20mAのアナログ信号線上にデジタル情報をちょうじょうさせて送受信するための標準
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温度計 フロート ＡＧ

監視ＰＣ

監視 ＋ 制御

発信器

ＩＦカード
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Ｗｉｒｅｌｅｓｓ
ＨＡＲＴ

汎用機

有線ＨＡＲＴ

温度計 フロート ＡＧ

ＨＡＲＴ発信器

ゲートウェイ

無線器

ＰＬＣ

監視ＰＣ

双方向
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Ｗｉｒｅｌｅｓｓ
ＨＡＲＴ

ＨＡＲＴ規格
Ｒｅｖ．７

有線ＨＡＲＴ

温度計 フロート ＡＧ

ＨＡＲＴ発信器

ゲートウェイ

ＰＬＣ

監視ＰＣ

無線器
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監視ＰＣレベル・温度
ＡＧアンサー

在庫管理
ＡＧ起動

ＡＧ操作

タンク

ＴＥ

フロート
ＬＩ

ＡＧ

発信器



フィールド通信技術ユーザセミナ2019
早稲田大学 2019年3月8日 27

監視ＰＣ

タンク

ＴＥ

フロート
ＬＩ

ＡＧ

ＨＡＲＴ
発信器

無線器 ゲート
ウェイ
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監視ＰＣ

タンク

ＴＥ

フロート
ＬＩ

ＡＧ

ＨＡＲＴ
発信器

目標周期
１０秒

無線器 ゲート
ウェイ

見通し確保
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計器室
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計器室
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計器室

ゲートウェイ 工事削減
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計器室

ゲートウェイ

一部 見通し ×

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
見通しとれない。距離・データー更新周期10secのため中継器ではだめ。
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計器室

ゲートウェイ

距離３００ｍ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
見通しとれない。距離・データー更新周期10secのため中継器ではだめ。
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計器室

ゲートウェイ

２．４ＧＨｚ回避Ｗｉ―Ｆｉ ５ＧＨｚ
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パターン

１ ２ ３ ４

ゲートウェイ Ａ社 Ａ社 Ｂ社 Ｂ社

無線器 Ａ社 Ｂ社 Ａ社 Ｂ社

ＨＡＲＴ発信器 Ａ社 Ａ社 Ａ社 Ａ社

通信
結果

ＰＶ
レベル・温度

○ ○ ○ ○

攪拌機

ＤＩ
アンサー

○ ○ ○ ○

ＤＯ
起動

○ ○ × ×

結果＝Ａ社 技術的優位性
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ＨＡＲＴコマンド分類

コマンド 要求レベル 例

ユニバーサル 必須 ＰＶ読み取り

コモン
プラクティクス

推奨 ゼロ点調整

その他 任意
セットポイント
書き込み

実装方法異なる
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温度計 フロート ＡＧ

ＨＡＲＴ発信器

ゲートウェイ

ＰＬＣ

監視ＰＣ

無線器

ＰＶ・状態入力

ＨＡＲＴ入力

ＷｉｒｅｌｅｓｓＨＡＲＴ入力

Ｍｏｄｂｕｓ入力

Ｅｔｈｅｒｎｅｔ入力
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ＡＧ

ＨＡＲＴ発信器

ゲートウェイ

ＰＬＣ

監視ＰＣ
起動信号出力

Ｍｏｄｂｕｓ出力

ＷｉｒｅｌｅｓｓＨＡＲＴ出力

ＨＡＲＴ出力

無線器

ステータス出力
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ＡＧ

ＨＡＲＴ発信器

ゲートウェイ

ＰＬＣ

監視ＰＣ

無線器

起動信号出力

Ｍｏｄｂｕｓ出力

ＷｉｒｅｌｅｓｓＨＡＲＴ出力

メーカ固有
ＨＡＲＴコマンド不可
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メーカー間差異

⇒

ＨＡＲＴ＝オープン通信
（ユーザー目線）

温度計 フロート ＡＧ

ＨＡＲＴ発信器

ゲートウェイ

ＰＬＣ

監視ＰＣ

無線器
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ＨＡＲＴコマンドＮｏ．（一例）

コマンド Ｎｏ． 内容
３ ４次変数読み取り（測定値）
３６ ＰＶ上限レンジ書き込み
４８ 機器診断情報

ステータス書込み（ＤＯ）
コマンドの実装方法 統一！！
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目次

５．まとめ

①ＨＡＲＴ規格

②メーカー

③エンドユーザー
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一社のみ

⇒
他メーカー参入
・汎用性
・コスト

温度計 フロート ＡＧ

ＨＡＲＴ発信器

ゲートウェイ

ＰＬＣ

監視ＰＣ

無線器
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目次

５．まとめ

①ＨＡＲＴ規格

②メーカー

③エンドユーザー
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標準化
・通信
・コマンド

目的
・機器管理
・試運転短縮

汎用性
・メーカー
・機器

ＨＡＲＴの位置付
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工事費 ２３％

投資費用（タンク監視システム）

無線機器費 １８％

ＨＡＲＴ発信器費 ５９％
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マルチドロップ

ＨＡＲＴ
発信器

無線器

ＨＡＲＴ
発信器

ＨＡＲＴ
発信器

ＨＡＲＴ
発信器

１台で４台のＨＡＲＴ機器接続

⇒投資額６％削減
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メーカー
・製造工程見直し
・標準コマンド

ユーザー
・設備投資
⇒市場規模拡大

ＨＡＲＴ発信器のコストダウン

ユーザー間交流・情報展開
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